
令和７年度長崎県公立学校

教員採用選考第１次試験問題

教科・科目

高校 地理

受験番号 氏名

実施日 令和６年６月１６日（日）



０７高地問―１

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験

高校地理

※解答はすべて解答用紙の該当欄に記入すること。

※漢字で書くべき人名・用語は漢字で正確に記入すること。

以下の各問いに答えよ。

問１ 資料１は、日本国憲法の条文である。資料１に示された国会両議院の権限を何というか。

資料１

日本国憲法 第62条

両議院は、各々国政に関する調査を行ひ、これに関して、証人の出頭及び証言並びに記録

の提出を要求することができる。

問２ 資料２は、日本国憲法について学習した生徒が日本の政治機構についてまとめた文章である。

以下の各問いに答えよ。

資料２

日本国憲法では、立法権はa 国会に、b 行政権は内閣に、司法権はc 裁判所に帰属すると

規定され、それらが抑制しあう三権分立が定められている。また、日本国憲法にはd 地方自

治の章が設けられ、地方自治の基本原則等が定められている。

（１）下線部ａに関連して、日本国憲法が規定する、衆議院が解散された後の総選挙の日から30日

以内に召集される国会のことを何というか、次の中から１つ選び、記号で答えよ。

ア．特別会

イ．臨時会

ウ．常会

エ．緊急集会

（２）下線部ｂに関連して、19世紀のスウェーデンに起源を持つ制度で、高い識見と権威を備え

た第三者が、国民の行政に対する苦情を受けつけ、原因究明と是正措置を勧告する制度を何

というか。

１



０７高地問―２

（３）下線部ｃに関連して、裁判員制度について説明した文として誤っているものを、次の中か

ら１つ選び、記号で答えよ。

ア．裁判員制度は司法の国民的基盤の確立を図るための司法制度改革の一環として導入され、

2009年から実施された。

イ．裁判員制度は司法に対する国民参加の形態であり、裁判員は裁判官に独立して判決を下す。

ウ．裁判員は評議や職務上知り得た事項について、裁判に参加している間だけではなく、裁判

員としての役目が終わった後も守秘義務が課される。

エ．裁判員は、市区町村選挙管理委員会が作成した候補者名簿の中からくじで選ばれる。

（４）下線部ｄに関連して、住民が地方公共団体の議会に対し意見や要望を述べることができる制

度であり、地方自治法により議員の紹介による書面の提出が必要とされている制度を何という

か、次の中から１つ選び、記号で答えよ。

ア．住民監査請求

イ．住民訴訟

ウ．請願

エ．陳情



０７高地問―３

次の資料を見て、以下の各問いに答えよ。

資料

宗教名 始まり

ａ仏教
紀元前６世紀頃、シャカが、身分制度を批判し、修行
により苦難を乗り越える道を説き、仏教を開いた。

ｂキリスト教

紀元前後、パレスチナでイエスは（   ）の指導者
を批判し、神の前で人は平等であることを説いた。イ
エスの死後、イエスを神の子とする弟子たちがキリス
ト教をおこした。

ｃイスラーム教
７世紀初め、ムハンマドは唯一神アッラーのお告げを
受けたとして、イスラーム教をおこした。

問１ 資料中の（   ）にあてはまる宗教名を答えよ。

問２ 下線部ａに関連して、８～９世紀、シャイレンドラ朝のもとでジャワ島中部に建造された仏

教寺院として正しいものを、次の中から１つ選び、記号で答えよ。

ア．アンコール＝ワット   イ．ナーランダー僧院

ウ．ボロブドゥール寺院  エ．プランバナン寺院群

問３ 下線部ｂに関連して、聖地回復のための十字軍について述べた文として誤っているものを、

次の中から１つ選び、記号で答えよ。

ア．教皇インノケンティウス３世が、クレルモン教会会議で派遣を提唱した。

イ．第１回十字軍は、聖地奪回の目的を果たしてイェルサレム王国を建てた。

ウ．第４回十字軍は、コンスタンティノープルを占領し、ラテン帝国を建てた。

エ．十字軍最後の拠点アッコン陥落後は、大規模な軍事行動は起こされなかった。

問４ 下線部ｂは南北アメリカにも広まったが、その背景にスペイン・ポルトガルの進出があっ

た。これに関連して、スペイン・ポルトガルの海外進出について述べたものとして誤っている

ものを、次の中から１つ選び、記号で答えよ。

ア．15世紀、ポルトガル人のバルトロメウ＝デイアスは、アフリカ南端の喜望峰に到達した。

イ．コロンブスはスペインのイサベル女王の援助のもと、大西洋を横断してカリブ海周辺に到

達した。

ウ．ポルトガル人のアメリゴ＝ヴェスプッチがブラジルに漂着し、この地をポルトガル領とし

た。

エ．ポルトガル人のマゼランはスペイン王の援助を受けて大航海に出発し、南アメリカ南端を

通過し太平洋に出た。

２



０７高地問―４

問５ 下線部ｃに関連して、８世紀に成立したアッバース朝

の都として栄えた国際都市で、現在イラクの首都である

都市の名称と地図中の位置の組み合わせとして正しい

ものを、次の中から１つ選び、記号で答えよ。

ア．ダマスクス － ①    イ．ダマスクス － ②

ウ．ダマスクス － ③    エ．ダマスクス － ④

オ．バグダード － ①    カ．バグダード － ②

キ．バグダード － ③    ク．バグダード － ④

地図

①

②

③

④



０７高地問―５

地図

ひかるさんは、「民衆が起こした運動」というテーマで、近代史を２つの時期に分けて表

にまとめた。以下の各問いに答えよ。

表

明治
時代

征韓論を主張して政府を去った a 板垣退助や江藤新平らにより①自由民権運動が始ま
り、国会開設を政府に求めた。政府内部では直ちに議会を開くべきであるとする
b 大隈重信と、時期尚早を主張する c 伊藤博文らが対立した。大隈重信が政府を去った
あと、議会開設は避けられないと考えた伊藤博文らは議会開設を天皇の名で約束し、1889
年には②大日本帝国憲法が発布され、1890年には議会開設が実現した。

大正
時代

大正時代には、民主主義を求める動きが世界的に拡大し、③日本でも護憲運動が起こる
など、デモクラシーの風潮が広がった。そうした中、1918年には民衆暴動である が
富山県から全国へと拡大し、これをきっかけに当時の内閣が総辞職し、原敬内閣による本
格的な政党内閣が初めて組織された。

問１ 下線部ａ～ｃの人物とその出身を示す地図中の

Ｘ～Ｚの場所の組合せとして正しいものを、次の中

から１つ選び、記号で答えよ。

ア．a － Ｘ b － Ｙ c － Ｚ

イ．a － Ｘ b － Ｚ c － Ｙ

ウ．a － Ｙ b － Ｘ c － Ｚ

エ．a － Ｙ b － Ｚ c － Ｘ

オ．a － Ｚ b － Ｘ c － Ｙ

カ．a － Ｚ b － Ｙ c － Ｘ

問２ 下線部①に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについ

て、年代の古い順に正しく並べたものを、下の中

から１つ選び、記号で答えよ。

Ⅰ．民撰議院設立の建白書が、政府に提出された。

Ⅱ．自由党や立憲改進党など、政党が結成された。

Ⅲ．大阪に集まった民権派の代表が、国会期成同盟を結成した。

ア．Ⅰ － Ⅱ － Ⅲ  イ．Ⅰ － Ⅲ － Ⅱ  ウ．Ⅱ － Ⅰ － Ⅲ

エ．Ⅱ － Ⅲ － Ⅰ  オ．Ⅲ － Ⅰ － Ⅱ  カ．Ⅲ － Ⅱ － Ⅰ

３

Ｘ

Ｙ

Ｚ



０７高地問―６

問３ 下線部②について説明した文として正しいものを次の中から１つ選び、記号で答えよ。

ア．枢密院は、内閣の諮詢に応えるとされた。

イ．臣民は、法律の範囲内で、言論著作印行集会および結社の自由を有するとされた。

ウ．帝国議会は、衆議院のみの一院制であった。

エ．各国務大臣は、総理大臣を輔弼するとされた。

問４ 下線部③について述べた次の文Ｘ・Ｙの正誤の組合せとして正しいものを下の中から１つ選び、

記号で答えよ。

Ｘ．第一次護憲運動は、立憲政友会の尾崎行雄と立憲国民党の犬養毅らを中心に展開された。

Ｙ．美濃部達吉は、政治に民衆の考えを反映することをめざす民本主義を主唱し、護憲運動を理

論面で支えた。

ア．Ｘ － 正 Ｙ － 正  イ．Ｘ － 正 Ｙ － 誤

ウ．Ｘ － 誤 Ｙ － 正  エ．Ｘ － 誤 Ｙ － 誤

問５ 表中の にあてはまる適切な語句を答えよ。



０７高地問―７

次 以下の各問いに答えよ。

問１ 次の表は、農業形態と作物、栽培方法、労働・資本投下の程度と収益性の関係をまとめたもの

である。適切な組み合わせをア～エから１つ選び、記号で答えよ。

  表

農業形態 作物 栽培方法
労働・資本投下の程度と
収益性

ア 地中海式農業
コーヒー、茶、
カカオ、ゴムなど
熱帯工芸作物

手労働中心
一部機械化

土地・労働集約的
大土地所有では粗放的

イ 園芸農業
果樹、野菜、
花卉など

高度な技術
特殊な生産物は専門化

土地・労働集約的
収益性は極めて高い

ウ 企業的穀物農業 小麦、飼料作物
近代的技術
大規模機械化進展

土地は集約的
面積当たりの収量は高い

エ
プランテーション
農業

小麦、オリーブ、
果樹

近代的技術
安価な現地民・移民労
働力
一部機械化

大規模な資本投下
収益性は高い

問２ 次の文は、ヨーロッパの農業の歴史について述べたものである。空欄①～④に当てはまる語句

の適切な組み合わせを、下のア～カから１つ選び、記号で答えよ。

中世期に、年間を通じて降水が見込めるアルプス以北で発達した ① 農業では、集落近く

の耕地は３区分され、冬穀作（ ② ）・夏穀作（ ③ ）・休閑と３年で利用を一巡させ、休

閑地や集落から離れた放牧地では羊・豚などの共同放牧が行われた。これが ④ の元である。

① ② ③ ④

ア 二圃式 大麦 小麦 酪農

イ 二圃式 小麦 大麦 園芸農業

ウ 二圃式 大麦 小麦 混合農業

エ 三圃式 小麦 大麦 酪農

オ 三圃式 大麦 小麦 園芸農業

カ 三圃式 小麦 大麦 混合農業

４



０７高地問―８

問３ 次の表は、世界のおもな国や地域の稲作地域Ａ～Ｄの特徴をまとめたものである。Ａ～Ｄの

適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

表

稲作地域 土地生産性 経営 栽培技術・歴史など

Ａ 高 自給的 多労・多肥（集約度大）、裏作も多い。

Ｂ 低 自給的 灌漑整備遅れ、未利用地大。粗放的生産。大地主制が残存。

Ｃ 低 輸出向
灌漑整備遅れ、未利用地大。粗放的生産、華僑（華人）が

流通に影響力。

Ｄ 高 企業的 経営規模が大きく、労働生産性が高い。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア
インド

バングラデシュ

アメリカのメキシコ

湾岸

カリフォルニア

東アジア

インドネシアジャワ島

ベトナムのデルタ

タイのデルタ

ミャンマーのデルタ

イ
東アジア

インドネシアジャワ島

インド

バングラデシュ

ベトナムのデルタ

タイのデルタ

ミャンマーのデルタ

アメリカのメキシコ

湾岸

カリフォルニア

ウ

ベトナムのデルタ

タイのデルタ

ミャンマーのデルタ

東アジア

インドネシアジャワ島

アメリカのメキシコ

湾岸

カリフォルニア

インド

バングラデシュ

エ

アメリカのメキシコ

湾岸

カリフォルニア

インド

バングラデシュ

ベトナムのデルタ

タイのデルタ

ミャンマーのデルタ

東アジア

インドネシアジャワ島

オ
東アジア

インドネシアジャワ島

インド

バングラデシュ

アメリカのメキシコ

湾岸

カリフォルニア

ベトナムのデルタ

タイのデルタ

ミャンマーのデルタ

問４ 次の説明文が示す語句として適切なものを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

ア．単一耕作  イ．スマートアグリ  ウ．集約的農業  エ．粗放的農業  

オ．商業的農業

単位面積当たりの肥料や労働力の投下量が少なく、収穫量や土地利用率も低い農業。



０７高地問―９

ブラジル
34.6

ベトナム
16.5

コロンビア
7.87.2

エチオピア
5.5

ペルー
3.5

ホンジュラス

3.4

インド
2.8 その他

18.7
コートジ
ボワール
38.2

ガーナ
13.9

12.8

ナイジェリア
5.9

エクアドル
5.7

カメルーン
5.0

ブラジル

4.7 その他
13.8

57.5
マレーシア

26.6

タイ 4.1

コロンビア
2.0

ナイジェリア
1.6

グアテマラ 1.2 その他 7.0

問５ 次のグラフは、３つの商品作物の生産量の国別の割合（％）を示したものである。   に

該当する国を、下のア～エから１つ選び、記号で答えよ。

グラフ

ア．中国  イ．ケニア  ウ．インドネシア  エ．カンボジア

問６ 次の地図における中国の省または自治区Ａ～Ｄは、ある農産物生産量の最上位の省または自

治区である。省または自治区Ａ～Ｄと農産物の適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選

び、記号で答えよ。

地図

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア 綿花 豚肉 小麦 米

イ 小麦 綿花 米 豚肉

ウ 豚肉 米 綿花 小麦

エ 米 豚肉 小麦 綿花

オ 綿花 小麦 豚肉 米

問７ 1960年代から、発展途上国において、米や小麦などの穀物の品種改良や化学肥料の使用が進

められ、収穫量の増大を実現させた農業の技術革新のことを何というか答えよ。

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

（『データブック オブ・ザ・ワールド2023年版』二宮書店より作成）

コーヒー豆（2020年）   カカオ豆（2020年）     パーム油（2019年）



０７高地問―１０

問８ 次のグラフは、日本およびその他の４つの国（Ａ～Ｄ）の就農率と１ha当たりの穀物収量を

示したものである。Ａ～Ｄの適切な組み合わせを、下のア～エから１つ選び、記号で答えよ。

   グラフ

＊農林水産業就業人口÷総就業人口×100   ＊＊穀物生産量÷耕地・樹園面積

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア タイ フランス オーストラリア 中国

イ 中国 タイ フランス オーストラリア

ウ フランス 中国 オーストラリア タイ

エ オーストラリア タイ フランス 中国

問９ 次の表は、４つの国（Ａ～Ｄ）の農業規模を比較したものである。Ａ～Ｄの適切な組み合わ

せを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

表

農業規模 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

耕地１ha当たりの肥料消費量（kg） 127.5 102.2 268.0 161.7

耕地１ha当たりの穀物収量（kg） 2909.8 1470.0 2838.0 3531.1

１人当たりの穀物収量*（t） 207.6 197.1 4.8 95.3

１人当たりの耕地面積*（ha） 71.3 134.1 1.7 27.0

＊農林水産業従事者１人当たり （『新詳資料 地理の研究』帝国書院より作成）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア アメリカ 日本 フランス カナダ

イ カナダ 日本 フランス アメリカ

ウ フランス カナダ アメリカ 日本

エ カナダ アメリカ 日本 フランス

オ アメリカ カナダ 日本 フランス

（『世界国勢図会 2022/23』矢野恒太記念会より作成）

2980



０７高地問―１１

問10 下の図は、2000年と2017年の世界の工業付加価値額を示したものである。工業付加価値額と

は、工業生産額から賃金を除く原材料や外注費などの諸費用を差し引いた額のことで、工業で

の労働が生み出した価値の大きさをはかる指標として使われるものである。この図を踏まえ

て、2000年から2017年までの世界の工業付加価値額の変化の要因について、次の６つの語句を

用いて説明せよ。解答文中で用いた６つの語句には下線をつけて明示すること。

語句 ［BRICS、先進国、新興国、労働力、為替相場の変動、国際分業］

2000 年

2017 年

(兆ドル)

ドイツ
0.40

インド
0.08

ドイツ
0.75

インド
0.39

工業付加価値額

（付加価値額500億ドル

以上の国）
…………3.0兆ドル

…………1.0

…………0.5

…………0.1

（World Development Indicators より作成）

2000年

2017年

図



０７高地問―１２

61.1

4.5

16.1

3.0

19.1

33.7

19.3

29.3

7.3

38.3

54.1

15.5

2.7
8.6
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Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

以下の各問いに答えよ。

問１ 次のグラフは、2019年における４つの国（Ａ～Ｄ）の一次エネルギーの供給構成を示したもの

である。Ａ～Ｄの適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。（ただし、四

捨五入の関係で100％とならないこともある。）

グラフ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア ロシア カナダ フランス 中国

イ 中国 カナダ ロシア フランス

ウ カナダ ロシア フランス 中国

エ ロシア フランス 中国 カナダ

オ フランス ロシア カナダ 中国

問２ 次の表は、日本の全発電電力量に占める自然エネルギーの割合の推移を示したものである。自

然エネルギー電源Ａ～Ｅの適切な組み合わせを、下のア～カから１つ選び、記号で答えよ。

表                                                        （単位 ％）

電源 2015年 2017年 2019年 2021年

Ａ 8.8 7.7 7.4 7.8

Ｂ 1.6 2.0 2.7 4.1

Ｃ 0.2 0.2 0.2 0.3

Ｄ 0.5 0.6 0.8 0.9

Ｅ 3.3 5.6 7.4 9.3

自然エネルギー合計 14.4 16.1 18.5 22.4

（特定非営利活動法人 環境エネルギー政策研究所 ウェブサイトより作成）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ア バイオマス 太陽光 風力 地熱 水力

イ 水力 バイオマス 地熱 風力 太陽光

ウ 太陽光 水力 バイオマス 地熱 風力

エ 地熱 太陽光 水力 バイオマス 風力

オ 風力 地熱 太陽光 水力 バイオマス

カ 太陽光 バイオマス 地熱 風力 水力

石炭 石油 天然ガス 原子力 その他

（『世界国勢図会 2022/23』矢野恒太記念会より作成）

５



０７高地問―１３

問３ 次の地図は、ある鉱山資源（ボーキサイト、すず、金、ニッケル）のおもな産出地の位置を示

したものである。★、●に該当する鉱山資源の適切な組み合わせを、下のア～エから１つ選び、記

号で答えよ。

地図

ア．★すず     ●ボーキサイト  

イ．★金      ●ニッケル

ウ．★すず     ●ニッケル

エ．★ボーキサイト  ●すず



０７高地問―１４

問４ 次のグラフは、4つの国（Ａ～Ｄ）のアルミニウム生産の推移を示したものである。Ａ～Ｄ

の適切な組み合わせをア～カから１つ選び、記号で答えよ。

グラフ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア 中国 カナダ 日本 アメリカ

イ アメリカ 日本 カナダ 中国

ウ 日本 アメリカ 中国 カナダ

エ カナダ 中国 日本 アメリカ

オ 中国 アメリカ カナダ 日本

カ アメリカ 中国 日本 カナダ

問５ 次の表は、東南アジアの４つの地域（Ａ～Ｄ）における鉱工業の特徴を示したものである。

Ａ～Ｄの適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

   表

地域 鉱工業の特徴

Ａ
日本や韓国を手本にする政策を掲げ、1980年代に急速に工業力をつけてきた。近年、
外資導入により電機・電子産業が急成長している。

Ｂ
石油に依存する経済からの脱却をめざして、豊富な資源を生かした工業の育成に力を
入れている。

Ｃ 市場経済化を進めるが、軍政の影響もあって、進行は遅い。

Ｄ
豊かな農業資源を利用した食品加工業中心から脱却しようとしている。近年は、外資
を導入して電機や自動車の工場が集積している。日本からの投資も急増した。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア マレーシア タイ ミャンマー インドネシア

イ インドネシア マレーシア タイ ミャンマー

ウ マレーシア インドネシア ミャンマー タイ

エ ミャンマー インドネシア マレーシア タイ

オ インドネシア タイ ミャンマー マレーシア

（『世界国勢図会 2022/23』矢野恒太記念会などから作成）



０７高地問―１５

問６ 次の地図のヨーロッパの工業都市Ａ～Ｄとその説明文Ⅰ～Ⅳの適切な組み合わせを下のア～

カから１つ選び、記号で答えよ。

        地図

Ⅰ
水陸および航空交通の要地で、国際金融市場の中心地でもある。金属・化学・食品工

業、自動車などの機械工業が発達し、近年はIT産業も集積している。

Ⅱ
国際列車が集中する交通の要地。自動車・航空機・工作機械などの機械工業のほか、

繊維、ガラス、出版、印刷などの工業も発達した。

Ⅲ

鉄道、運河に恵まれ、付近から産出する鉄鉱石や石炭を背景に鉄鋼・機械・金属・化

学などの重工業の発達が著しい。先端技術産業も立地し、「ブラックカントリー」か

らの変容がすすむ。

Ⅳ
農産物の集散地であるほか、繊維・機械・化学工業が発達し、とくに航空機産業で知

られ、EUの協力体制のもとで生産が行われている。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

イ Ⅱ Ⅰ Ⅳ Ⅲ

ウ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

エ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

オ Ⅱ Ⅳ Ⅰ Ⅲ

カ Ⅲ Ⅰ Ⅳ Ⅱ

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ



０７高地問―１６

問７ 次の中国の工業に関する記述ア～エのうち、正しいものを１つ選び、記号で答えよ。

ア．鉱産資源にめぐまれない中国では、海外から原料を輸入しながら、計画経済のもとで工業化

が進められた。とりわけ、港湾が多く分布する沿海部を中心に、重化学工業都市が発達した。

イ．改革・開放政策では、外国資本の積極的な導入がはかられ、内陸部に経済特区が設立され、

沿海部の重工業都市から内陸部の工業地域へと工業の中心が移った。

ウ．1993 年に社会主義市場経済が導入されると、工業化はさらに加速し、2001 年には世界貿

易機関（ＷＴＯ）に加盟し、世界貿易の一翼を担うまでになった。

エ．2000 年頃から東部大開発によって沿海部中心の開発を進めた結果、機械工業をはじめ、

様々な工業分野で中国は生産量が上位となり「世界の工場」といわれるまでになった。

問８ 次の図のＡ～Ｃに当てはまる工業の種類の適切な組み合わせを、下のア～エから１つ選び、

記号で答えよ。

図

Ａ Ｂ Ｃ

ア 先端技術産業 軽工業 重化学工業

イ 重化学工業 軽工業 先端技術産業

ウ 重化学工業 先端技術産業 軽工業

エ 先端技術産業 重化学工業 軽工業

問９ 次の文の空欄に当てはまる語句を答えよ。なお、すべての空欄には同じ語句が入る。

工場の適地として必要な条件は、原料資源や消費市場からの距離など、工業によって異なっ

ている。これを工業の   という。例えば、セメント工業には大量の石灰石が必要なため採

石地に近い地域が、また、アルミニウム工業は大量の電力が欠かせないため、電力の安い地域

が選ばれる。こうした   の傾向を立地指向という。

Ａ

Ｂ

Ｃ

高

低

高

低
高低

技
術
集
約
度

資本集約度



０７高地問―１７

問10 次のグラフは、1980年以降の日本の製造業の事業所数および従業員数の推移を示したもので

ある。1990年以降、事業所数および従業員数が減少傾向となっている。そのおもな要因につい

て説明せよ。

グラフ

従業員数（左目盛）

事業所数（右目盛）

（従業員４人以上の事業所）
1,200

1,400

1980  

(万人)

1,000

800
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200

0
1990 2000 20102017(年)
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（『新詳資料 地理の研究』帝国書院より作成）



０７高地問―１８

以下の各問いに答えよ。

問１ 富士、ヴォルフスブルク、アンシャン、ウラジオストクの中から都市機能が異質なものを１

つ選び、都市名を答えよ。また、他の３つに共通する都市機能を、下のア～エから１つ選び、

記号で答えよ。

ア．工業都市  イ．水産都市  ウ．軍事都市  エ．宗教都市

問２ 先進国の大都市において、早くから市街地化されて建物の老朽化が進んだ都心周辺地区では、

富裕層が郊外へ流出し、家賃の下がった住宅に貧困層や移民、外国人労働者が流入することによ

り、スラムが形成される。そこでは治安の悪化、失業者の増加、商店街の衰退、都市税収の減少

などの問題が生じている。このような問題を何というか答えよ。

問３ 次のグラフは、４つの小売業態（Ａ～Ｄ）の立地環境別事業所数の割合を示したものである。

Ａ～Ｄに該当する小売業態の適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

グラフ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア 総合スーパー 百貨店 コンビニエンスストア 専門店

イ 専門店 コンビニエンスストア 百貨店 総合スーパー

ウ コンビニエンスストア 専門店 総合スーパー 百貨店

エ 総合スーパー 百貨店 専門店 コンビニエンスストア

オ 百貨店 総合スーパー コンビニエンスストア 専門店
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Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

駅周辺型           市街地型     住宅地背景型  

（『新詳資料 地理の研究』帝国書院より作成）

６

  ロードサイド型 その他



０７高地問―１９

問４ 次の表は、４つの国（Ａ～Ｄ）の老年人口割合の推移を示したものである。Ａ～Ｄの適切な組

み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

   表                           （単位 ％）

1950年 2021年 2050年

Ａ 2.7 16.7 39.4

Ｂ 4.9 29.8 37.5

Ｃ 11.4 21.3 28.5

Ｄ 8.2 16.7 23.6

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア 日本 韓国 フランス アメリカ

イ 韓国 日本 アメリカ フランス

ウ 日本 韓国 アメリカ フランス

エ 韓国 日本 フランス アメリカ

オ 日本 フランス 韓国 アメリカ

問５ 次の世界の国境・領土問題に関する記述ア～エのうち、正しいものを１つ選び、記号で答えよ。

ア．軍事的要衝でもあるジブラルタルは、1713年ユトレヒト条約でスペイン領となった。しか

し、イギリスは強硬に返還を要求している。

イ．1833年、イギリスは旧スペイン領のフォークランド諸島を占拠した。1816年に独立したチリ

は、スペインからの継承を主張し、1982年に軍事衝突が起こっている。

ウ．1990年イラクは、クウェートを自国領と主張して全土を制圧した。これに対して米英軍を中

心とする多国籍軍がクウェートを解放した。

エ．1947年にインドとバングラデシュが分離・独立した際、カシミール地方の帰属をめぐり対立

が生じた。その後、1949年に国連の仲介で停戦にいたった。

（『データブック オブ・ザ・ワールド2023年版』二宮書店より作成）



０７高地問―２０

問６ 次の世界の住居に関する記述Ａ～Ｄと、該当する下の図中の地域Ⅰ～Ⅳの適切な組み合わせを、

下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

Ａ．森林の多いこの地域では、木造の住宅が多い。

Ｂ．標高3812mにある湖では、トトラとよばれる水草を水面上に積み重ねて浮島をつくり、トト

ラでふいた家をその上に建てて生活している人たちがいる。

Ｃ．夏に暑く、日ざしが強いこの地域では、陽光を反射させる厚い白壁と小窓で、家の中を涼し

く保っている。

Ｄ．乾燥したこの地域では、土でつくった日干しれんがを積み上げた家がみられる。保温性、断

熱性が高い。

図

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

イ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

ウ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

エ Ⅱ Ⅳ Ⅲ Ⅰ

オ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ



０７高地問―２１

問７ 次の文章の空欄に当てはまる語句を答えよ。なお、すべての空欄には同じ語句が入る。

海域について、沿岸国は海岸線から200海里までの範囲に   を設けることができる。   内

の航行や上空の飛行は自由に行えるが、   内の海洋の漁業資源や海底の鉱産資源については、

沿岸国の権益が認められており、他国が自由に利用することはできない。一方で、沿岸国は海洋汚

染の防止など、   内を適切に管理する必要がある。

問８ 次の図は、2019年におけるアメリカ、日本およびその他４つの国（Ａ～Ｄ）の１人当たりのGNI

と自動車保有率の関係を示したものである。Ａ～Ｄに該当する国の適切な組み合わせを、下のア

～オから１つ選び、記号で答えよ。

            図

100人当たりの自動車保有台数

（『世界国勢図会 2022/23』矢野恒太記念会より作成）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア ニュージーランド ロシア フィリピン 韓国

イ ロシア フィリピン 韓国 ニュージーランド

ウ ロシア 韓国 ニュージーランド フィリピン

エ 韓国 ニュージーランド フィリピン ロシア

オ ニュージーランド 韓国 ロシア フィリピン

問９ 経済成長に伴って、大都市圏の中心部はしだいにオフィスや官公庁などの中心業務機能に特化

し、高地価に耐えられない住宅や工場が郊外へと移動することで、市街地は拡大していく。こう

した市街地の拡大が無秩序に進行し、郊外の農地や緑地が虫食い状に開発されていく。このよう

な現象を何というか答えよ。
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０７高地問―２２

問10 次の地図は、武蔵野台地の上に位置する埼玉県所沢市の中富集落周辺の地形図である。この集

落の成り立ちと村落形態や土地利用の特徴について説明せよ。

地図



０７高地問―２３

以下の各問いに答えよ。

問１ 次の世界の地域開発に関する記述Ａ～Ｄと、それらに該当する地図中のⅠ～Ⅳの適切な組み合

わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

Ａ．降水量の多い山脈の東南斜面の融雪水を、トンネルと貯水ダムによって内陸側の流域に導

き、灌漑と電力開発を行う計画。1949年に着工した事業は、多くの海外資本と移民労働力を

導入し、1974年に完成した。これによって、小麦地帯の灌漑システムに水を供給することが

可能となった。

Ｂ．かつて天然ゴムの産地であった地域に1970年代にハイウェイが建設されると、入植者による

焼畑や大資本による肉牛の放牧が拡大していった。一方、開発による森林破壊も大きな問題と

なり、政府は持続可能な開発への転換をはかっている。

Ｃ．イギリス資本やソ連の援助により、多くのダムが建設されてきた。それによって、周辺地域

への電力供給、洪水の調整、灌漑による綿花栽培の拡大などが実現した。しかし、洪水がなく

なることで上流からの肥沃な土壌の供給もなくなり、農地の地力低下、河口付近での海岸侵食、

沿岸漁業の不振などの問題が起きている。

Ｄ．運河の建設をはじめ、地域を流れる２つの河川からの取水による灌漑の整備により、流域の

農地で綿花生産が拡大した、しかし、農地の塩害が広がるとともに、両河川が流れ込む内陸湖

では、過剰な取水による水位低下と面積の縮小が急速に進み、生態系の変化や漁業の不振など

の問題が深刻化している。

   地図

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

イ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ

ウ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

エ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

オ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅳ

７

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ



０７高地問―２４

問２ 次の文の空欄に当てはまる語句として適切なものを、下のア～エから１つ選び、記号で答えよ。

なお、すべての空欄には同じ語句が入る。

農業の生産効率が高まると、農作業を行う人員に余裕が生まれた。そこで余った働き手に就

業先を与えるため、地方の行政単位あるいは個人が農村に工場を設立した。これが   で

ある。 で生み出される収益は農村を豊かにし、中国の工業生産に占める割合も大きくな

った。

ア．人民公社  イ．国営企業  ウ．郷鎮企業  エ．経済特区

問３ 次の表は、ヨーロッパの４つの国（Ａ～Ｄ）の2019年の品目別食料自給率（重量ベース自給率）

を示したものである。Ａ～Ｄの適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

表                                 （単位 ％）

小麦 いも類 果実類 牛乳・乳製品

Ａ 125 124 31 106

Ｂ 200 138 64 104

Ｃ 62 55 104 86

Ｄ 99 89 12 89

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア ドイツ イギリス イタリア フランス

イ イタリア イギリス フランス ドイツ

ウ イギリス フランス ドイツ イタリア

エ フランス ドイツ イタリア イギリス

オ ドイツ フランス イタリア イギリス

                                     （「農林水産省 資料」より作成）



０７高地問―２５

問４ 次のグラフは、東南アジアの４つの国（Ａ～Ｄ）における宗教の割合を示したものである。Ａ

～Ｄの適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

グラフ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア シンガポール フィリピン タイ マレーシア

イ フィリピン シンガポール マレーシア タイ

ウ タイ フィリピン シンガポール マレーシア

エ マレーシア タイ フィリピン シンガポール

オ シンガポール マレーシア タイ フィリピン

問５ 次の南アジアに関する記述ア～エのうち、正しいものを１つ選び、記号で答えよ。

ア．南アジアの気候は、季節風の影響を強く受けている。この地域の季節風は、夏は北東から吹

き、冬は南西から吹く。夏の季節風はインド洋から湿った空気を送り込み、多量の降水をもた

らす。

イ．ヒンドゥー教徒はカースト制度によって、身分の社会的な上下関係が生まれながらにして決

められる。現在、インドの憲法ではカースト制度による差別を禁じ、下層カーストの優遇策を

講じている。

ウ．イギリスの植民地であったインドでは、家内工業製品として生産された綿織物はイギリスに

輸出されていた。しかし、中国において綿織物業が発展するようになり、インドの綿織物業は

衰退した。

エ．インドは世界最大のICT市場であるアメリカ合衆国との間に時差がほとんどないことを利用

して、アメリカ合衆国の企業と協力してソフトウェア開発を行ったり、コールセンター業務を

引き継いだりしている。

仏教 33.3
キリスト教

18.3

イスラーム

14.3

ヒンドゥー教 5.1

その他 29.0

キリスト教 91.8

イスラーム 6.0 その他 2.2

仏教 94.6

イスラーム 4.3

キリスト教 1.0

その他 0.1

イスラーム 61.3 仏教 19.8

キリスト教 9.2

ヒンドゥー教 6.3 その他 3.4

Ａ

Ｂ

Ⅾ

Ｃ

O％      20％      40％      60％      80％    100%

（『図説地理資料 世界の諸地域 NOW 2022』帝国書院より作成）



０７高地問―２６

問６ 次の文章の空欄①～③に当てはまる語句の適切な組み合わせを、下のア～カから１つ選び、記

号で答えよ。

アフリカでは、19世紀末から宗主国による① 経営が盛んになり、ガーナやコートジボ

ワールではカカオ、ケニアやタンザニアではコーヒー、茶、サイザル麻などの ② が導入

された。そのため、ギニアのカカオ豆やエチオピアのコーヒー豆などの農作物、ナイジェリ

アの ③ やザンビアの銅といった鉱産物など、特定の一次産品の輸出に国の経済が依存す

るモノカルチャー経済となった。

① ② ③

ア プランテーション農業 工芸作物 金

イ 企業的農業 商品作物 金

ウ オアシス農業 工芸作物 原油

エ プランテーション農業 商品作物 原油

オ 企業的農業 工芸作物 ダイヤモンド

カ オアシス農業 商品作物 ダイヤモンド

問７ 次の表は、アングロアメリカの農業地域とその自然条件、おもな作物と栽培の特色をまとめた

ものである。適切な組み合わせであるものを、ア～オから１つ選び、記号で答えよ。

  表

農業地域 自然条件 おもな作物と栽培の特色

ア
カナダ
企業的穀物農業

肥沃な黒色土。
年降水量250～500mm。

露地栽培のほか、促成栽培によ
る早期出荷。
春小麦が中心。

イ
とうもろこし・大
豆地帯（コーンベ
ルト）

夏の平均気温20℃以上。
生育期間の月平均降水量100mm前後。
プレーリー土か褐色森林土。

とうもろこしと豚の飼育・肉牛
の飼育を組み合わせた混合農
業。
大豆・えん麦と３年輪作。

ウ
中西部
企業的穀物農業

グレートプレーンズからプレーリー
にかけての肥沃な黒色土。
年降水量1000mm以上。
ステップから温帯。

近代的灌漑設備、機械化。
収穫作業などはヒスパニックが
担う。

エ
南部
園芸農業

西岸海洋性気候。
夏は冷涼、冬は温暖なので気温の年
較差は比較的少ない。
降水量は年間を通して安定。

100haを超える経営規模。
春小麦地帯では400haにも達し、
大型機械化による大農法。

オ
西部
地中海式農業

地中海性気候区。
夏は亜熱帯高圧帯の支配下に入って
乾燥。
冬は高緯度低圧帯の支配下に入り、
偏西風の影響を受けて降水が多くな
る。

企業的牧畜による肉牛の飼育も
行われる。
大規模で機械化されている。



０７高地問―２７

問８ 次のラテンアメリカの農業に関する記述ア～オのうち、正しいものを１つ選び、記号で答えよ。

ア．アンデス山脈のうち標高が低い熱帯気候の地域では、トウモロコシやジャガイモが栽培され

ている。

イ．アルゼンチンの肥沃な温帯草原のセラードでは、小麦栽培や肉牛飼育が大規模に行われてい

る。

ウ．農作物の栽培限界を超える標高4000m以上の地域では、リャマやアルパカなどの家畜が放牧

されている。

エ．近年は農業の多角化が進み、ブラジルではスペインの植民地時代に始まったワイン生産が発

展し、世界中に輸出されている。

オ．ブラジルの農業は、植民地時代の移民による北東部でのサトウキビのプランテーションから

始まる。サトウキビは大西洋沿岸の都市でバイオエタノールに精製され、ヨーロッパへ輸出さ

れた。

問９ 次のグラフは、日本における工業出荷額（2019年）、農業産出額（2020年）、人口（2020年）

の地域別の割合を示したものである。グラフ中のＡ～Ｄに該当する地域の適切な組み合わせを、

下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

グラフ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア 関東 中部 近畿 九州

イ 中部 関東 近畿 九州

ウ 九州 近畿 関東 中部

エ 中部 九州 関東 近畿

オ 関東 中部 九州 近畿

（『データでみる県勢 2022年版』『日本国勢図会2022/23』矢野恒太記念会より作成）



０７高地問―２８

以下の各問いに答えよ。

問１ 次の地形に関する記述ア～オのうち、正しいものを１つ選び、記号で答えよ。

ア．河岸段丘は、河川沿いに形成される階段状の地形で、現在の河川より高いところにある段丘

ほど新しい時代に形成されている。

イ．粘性の大きい溶岩が、火口から塊となって押し出されてドーム状になったものを溶岩円頂丘

という。

ウ．扇状地の扇央部は、豊富に得られる水を利用して桑畑や果樹園として利用されてきた。

エ．フィヨルドは、河川によって削られたＶ字谷に海水が侵入してできた奥深い入り江である．

オ．中央島が沈降して、海岸との間に多少の水域を隔てて沖合に発達したサンゴ礁を裾礁という。

問２ 亜熱帯高圧帯から低緯度地域に向けて吹く恒常風として適切なものを、次のア～オから１つ選

び、記号で答えよ。

ア．極偏東風  イ．偏西風  ウ．ジェット気流  エ．モンスーン  オ．貿易風

問３ 次の図は、気候と植生や土壌の関係を示したものである。図中のＡ～Ｄに当てはまる土壌名の

適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

   図

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア ポドゾル 褐色森林土 ラトソル 栗色土

イ 褐色森林土 ラトソル ポドゾル 栗色土

ウ 栗色土 ポドゾル ラトソル 褐色森林土

エ ポドゾル 栗色土 褐色森林土 ラトソル

オ ラトソル 褐色森林土 栗色土 ポドゾル

８

気候と植生 気候と土壌

乾燥       湿潤 乾燥       湿潤

永久氷雪

ツンドラ

タイガ

砂 
 

漠

ス
テ

プ

混合林

照葉樹林

サバナ
熱帯

雨林

ツンドラ土

Ａ

砂

漠

土

Ｃ

Ｄ

黒土

寒

冷 
 
 
 
 
 

温

暖

Ａ

Ｂ



０７高地問―２９

問４ 次の雨温図は、日本の４つの都市（Ａ～Ｄ）を示したものである。Ａ～Ｄの適切な組み合わ

せを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

（『図説地理資料 世界の諸地域ＮＯＷ 2022』帝国書院より作成）

問５ 次の災害に関する記述ア～エのうち、正しいものを１つ選び、記号で答えよ。

ア．紀伊半島や四国南部など太平洋に面した山間部では、台風によって大量の水蒸気を含んだ

南風が吹き込んで大雨になりやすい。とくに台風の進行方向の西側では降水量が多くなり、

豪雨災害が発生しやすい。

イ．沿岸部の標高の低いデルタでは、台風や温帯低気圧の通過時に高潮の被害を受けることが

ある。

ウ．地域の災害発生の危険性を示すために、過去の災害履歴を記載したハザードマップを国が

発行している。このハザードマップは、衛星画像をもとにGPSを用いて作成されている。

エ．都市が拡大して山麓まで市街地になったところでは、その影響で土砂災害が起こりにくく

なっている。

問６ 次の地球温暖化に関する記述ア～エのうち、正しいものを１つ選び、記号で答えよ。

ア．地球温暖化は、太陽活動の変化や自然現象による大気中の温室効果ガスの増加がおもな原

因となっている。

イ．地球温暖化は、海氷の融解による海面上昇を引き起こし、島嶼国や海岸部の都市において

高潮や洪水の危険を増大させている。

ウ．1997年に採択された京都議定書では、先進国に数値目標を課して、温室効果ガス排出量の

削減を義務化した。

エ．2015年にはリオ宣言が採択され、途上国を含めた多くの国が温室効果ガス排出量の削減に

取り組むことになった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア 金沢 東京 網走 熊本

イ 金沢 網走 熊本 東京

ウ 東京 金沢 網走 熊本

エ 熊本 東京 金沢 網走

オ 熊本 網走 金沢 東京

㎜ Ａ ℃ ㎜ Ｂ ℃ ㎜ Ｃ ℃ ㎜ Ｄ ℃

降
水
量

降
水
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気

温

降
水
量

気
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降
水
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気

温

気

温

月 月 月 月



０７高地問―３０

問７ 次のグラフは、４つの国（Ａ～Ｄ）の1990年と2018年の二酸化炭素の総排出量と１人当た

りの排出量を示したものである。Ａ～Ｄの適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記

号で答えよ。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア アメリカ ロシア インド 中国

イ ロシア インド アメリカ 中国

ウ インド ロシア 中国 アメリカ

エ 中国 アメリカ ロシア インド

オ アメリカ 中国 インド ロシア

総排出量（百万t） 1人当たりの排出量（t）

8,000   6,000  4,000   2,000     0       0        5        10        15        20 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1990年

2018年

（『地理総合』実教出版より作成）



０７高地問―３１

問８ 次のハイサーグラフＡ～Ｄは、地図のⅠ～Ⅳのいずれかの地点のものである。Ａ～ＤとⅠ～

Ⅳの適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

イ Ⅲ Ⅰ Ⅳ Ⅱ

ウ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅳ

エ Ⅲ Ⅱ Ⅳ Ⅰ

オ Ⅳ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

地図

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ

Ⅳ



０７高地問―３２

問９ 次の表は、４つの大陸（Ａ～Ｄ）の高度別面積割合を示したものである。Ａ～Ｄに該当する大

陸の適切な組み合わせを、下のア～オから１つ選び、記号で答えよ。

  表                                    （単位 ％）

高度（ｍ） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

200未満 6.4 38.2 39.3 9.7

200～500 2.8 29.8 41.6 38.9

500～1,000 5.0 19.2 16.9 28.2

1,000～2,000 22.0 5.6 2.2 19.5

2,000～3,000 37.6 2.2 0.0 2.7

3,000～4,000 26.2 2.8 0.0 1.0

4,000～5,000 0.0 2.2 0.0 0.0

5,000以上 ― 0.0 ― 0.0

平均高度（m） 2,200 590 340 750

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ア アフリカ 南アメリカ オーストラリア 南極

イ アフリカ オーストラリア 南極 南アメリカ

ウ 南極 オーストラリア 南アメリカ アフリカ

エ 南極 南アメリカ オーストラリア アフリカ

オ 南アメリカ オーストラリア アフリカ 南極

問10 次の文章は、砂漠化の要因について述べたものである。文章中の空欄 Ｘ に適する内容

を答えよ。

  砂漠化とは、乾燥地域で植生が失われて土壌侵食が進み、不毛の土地が拡大していくことであ

る。降水量の減少による干ばつだけでなく、人間活動が自然の回復力を上回ったことがおもな原

因である。発展途上地域での過耕作・過放牧・薪炭材の採取に加え、灌漑農業地域で Ｘ が

進行していることなども原因の１つである。

（『新編 地理資料』東京法令出版より作成）

※オーストラリア大陸にはニューギニアなどを含む。


